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日韓大学生オンライン交流事業（オンライン）の記録 

 

１．オンライン交流概要 

【目的】日韓の同世代の大学生同士が、両国で開催される「日韓交流おまつり」のオンラインブー

ス運営等を通じて、両国の協力・友好関係について理解を深め、広く対外発信することにより、両

国の協力関係の重要性を広めることを主目的とする。 

 

【参加者】日韓両国の大学生６０名 

 

【日程】 

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数

実績） 

１回目 

8月 21日 

【オリエンテーション】 

【テーマ関連講義・質疑応答】 

「最近の日韓関係」 

講師：外務省 武田克利 日韓交流室長 

①聴講 ②質疑応答 

【プロジェクト関連意見交換】 

①グループ別プロジェクトテーマの設定 

②グループ別プロジェクトの発表準備 

講義では、少子高齢化や気候変動

問題等、日韓共通の社会問題や地

球規模の問題に対し、両国の若者

が未来に向けてどのように貢献

できるか等の質問があった。 

グループ別プロジェクトでは、本

プログラムのテーマに即した関

心事項等を共有することで、コロ

ナ禍における両国の現状や今後

の展望等について認識を共にし

ていた。（参加者：６０名） 

２回目 

8月 28日 

【テーマ関連講義・質疑応答】 

「ポストコロナのトレンド展望と望ましい日韓協

力方策の模索」 

講師：韓国外交部 ファン・スイン 外務書記官 

①聴講 ②質疑応答 

【プロジェクト関連意見交換】 

①グループ別プロジェクトの発表準備 

【テーマ関連意見交換】 

①「日韓交流おまつり」オンラインブース運営に関

する意見交換・運営準備 

講義では、未来志向的な日韓関係

の構築に向けて、両国の若者に求

められる姿勢や今後の日韓交流

のあり方等につき質問があった。 

グループ別プロジェクトでは、前

週に策定したプロジェクトテー

マや発表方法等について、英語や

日韓両言語を駆使しながら熱心

に議論を重ねることで、相互理解

を深めた。（参加者：６０名） 

３回目 

9 月 5 日 

【テーマ関連交流】 

①「日韓交流おまつり in Seoul」オンラインブー

ス運営 

日本側参加者は、オンラインブー

ス「（日本について）何でも聞い

て」の運営を通じて、韓国の一般
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市民に対し、「旅行」「食文化」「ポ

ップカルチャー」等の分野別に日

本の魅力を積極的に発信した。終

了後には、「九州の魅力について

発表したところ、来場者が『実際

に行ってみたい』と言ってくださ

り、やりがいを感じた」「状況が

改善したら、ぜひ日本に来て実際

に日本文化を体験してほしい」

等、対日理解の促進に寄与した達

成感が見られる感想が数多く寄

せられた。（参加者：３０名） 

４回目 

9月 11日 

【テーマ関連交流】 

① 「日韓交流おまつり in Tokyo」オンラインブー

ス運営 

韓国側参加者は、オンラインブー

ス「韓国の隠れた宝物」の運営を

通じて、日本の一般市民との交流

に積極的な姿勢で臨んだ。終了後

には、「来場者は韓国に関心のあ

る方も多く、日韓両市民が双方向

にミュニケーションを図ろうと

していることが感じられた」等の

感想が寄せられ、日韓間における

相互理解の重要性を再認識して

いた。（参加者：３０名） 

５回目 

9月 18日 

秋田県横

手市ほか 

【テーマ関連視察】 

「コロナ禍における JAL の取り組み」 

講師：日本航空株式会社 玄場智雄氏 

「横手市と日本航空のパートナーシップについて」 

講師：一般社団法人横手市観光推進機構 鳴海祥一

氏 

①聴講 ②質疑応答 

「ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）につい

て」 

講師：明知大学ゼロエネルギー建築センター イ・

ウンシン教授 

①聴講・VTR 視聴 ②質疑応答 

【テーマ関連発表報告】 

①日韓オンラインブース成果報告 

②グループ別プロジェクト発表 

日本側の視察では、コロナ禍で打

撃を受けた航空業界の現状と展

望について、秋田県横手市の事例

を基に、日本企業と地方自治体の

協働による地方創生の取組等も

含めた紹介が行われ、学生たちは

熱心に聴講していた。韓国側の視

察では、コロナ後の持続可能な社

会に向けて注目度が増す ZEH の

関連施設を視察し、国民のエネル

ギー節約に対する意識を高める

方法等につき質問があった。 

総括として、「日韓交流おまつり」

のオンラインブース運営を通じ

て得た成果等についてのプロジ
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ェクト発表を行い、両国の協力関

係の重要性を再確認した。（参加

者：６０名） 

 

３．記録写真 

  

2021 年 8月 21 日【プロジェクト関連意見交換】

グループ別プロジェクトの発表準備 

2021 年 8月 28 日【テーマ関連意見交換】「日韓

交流おまつり」オンラインブース運営準備 

  

2021 年 9月 5 日【テーマ関連交流】「日韓交流

おまつり in Seoul」オンラインブース運営 

2021 年 9月 11 日【テーマ関連交流】「日韓交流

おまつり in Tokyo」オンラインブース運営 

  

2021 年 9月 18 日【テーマ関連視察】「コロナ禍

における JAL の取り組み」 

2021 年 9月 18 日【テーマ関連視察】「ZEH（ネッ

ト・ゼロ・エネルギー・ハウス）について」 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 学生 

最終日のオンライン視察内容が充実していて良かった。日本の様々な企業について勉強してみた

いと思った。日本の大学生との交流も大変楽しかった。このような良い機会に、良い方々に会うこ

とができてうれしく思う。 

 

◆ 韓国 学生 

日本語を独学で勉強していたが、日本人と話す機会がなかったため、今回のプログラムを良い機

会だと思い参加した。日韓両国の専門家の方々の講義やグループメンバーとの交流時間、また日本

の文化について知る全ての時間が意味のある時間だった。また機会があればぜひ参加したい。 

 

◆ 日本 学生 

初めてオンラインでのプログラムに参加したため、最初は緊張したが、講義を受けたり、「日韓交

流おまつり in Seoul」の準備をしたり、同年代の日韓両国の大学生との交流を通じて、刺激を受け

視野が広がった。また、日本の魅力も再確認することができた。このプログラムを終え、良い日韓関

係を築いていくためには、私たち若者が相互によりよく知ることが大切だと思った。 

 

◆ 日本 学生 

韓国語が未熟なため、最初は戸惑うこともあったが、互いに関心を持ち、話し合うことで絆が生

まれ、協力し合うことができた。グループの方々とはプログラムの時間以外でも趣味や日韓両国の

食文化、生活スタイル、言語の使い方等を共有することができ、楽しみながら交流を図った。 

また、SNS を用いた日本の魅力発信や「日韓交流おまつり in Seoul」でのオンラインブースの企

画・運営等を通じて、日本についても改めて知ることができた。これは、事前説明会で聞いた「外国

(相手)のことを知るためには自国(自分)のことを知り、伝えることが大切だ」ということを達成で

きた証であると思う。本プログラムは私にとって日韓交流の第一歩となったため、今後は本プログ

ラムへの参加を通じて感じたことや得たことを生かし、日韓交流を積極的に行っていきたい。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 日本側オンライン視察先関係者（日本航空株式会社及び一般社団法人横手市観光推進機構） 

画面越しではあるが、学生の皆さんの真剣なまなざしや交流事業への取り組み姿勢が伝わってき

た。コロナ終息後には、ぜひ秋田県横手市にお越しくださるよう、心よりお待ちしている。 

 

◆ 韓国側主催機関関係者（韓国国際交流財団） 

 最近の日韓関係は複雑化しているが、このような時だからこそ、未来の主役である両国の若者が

交流し、協力し合うことが何よりも重要である。本プログラムの終了後も、両国に対する思いを大

切に、新しい絆をつなぎ、来年こそは直接会って有意義な時間を共有してほしい。 
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６．参加者の対外発信、報道記事等 

  

2021 年 8月 19 日（韓国 KBS NEWS） 

「日韓外交当局、大学生交流事業をオンライン

で実施…両国の協力方策を模索」本事業は今年

で５０周年を迎える日韓外交当局主催の伝統あ

る事業であり、今年度はオンラインで開催され

る旨報じられた。 

2021 年 9月 29 日（統一日報） 

「コロナ後のトレンド展望と両国協力の模索」

ポストコロナにおける日韓両国の協力方策等に

ついて、両国の参加者がグループワークを通じ

て導き出した様々な成果の内容が紹介された。 

  

2021 年 9月 23 日（NAVER Blog） 

今はオンライン上で会うことしかできないが、

日韓関係改善のために、これほど多くの大学生

が参加したということは、今後の両国関係に希

望が持てる確かな事実である。現在は暗いトン

ネルの中にいたとしても、私たちが努力すれば、

いつかは光が見えるはずだ。（中略）コロナが収

束し、直接会える日を心待ちにしている。 

2021 年 10 月 2日（NAVER Blog） 

（中略）今まで東京や名古屋等を何度も訪問し

たことがあるが、「日韓交流おまつり in Seoul」

では、日本人しか知らないような場所をオンラ

イン旅行形式で紹介してもらい、楽しかった。

日本の流行語や J-POP についても話したが、一

方的な発表を聞く形式ではなく、相互にコミュ

ニケーションが取れる時間となり良かった。 
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2021 年 8月 24 日（Instagram） 

日韓大学生交流プログラムに参加することにな

った。現状では実際に会って交流することは難

しいが、たとえオンライン上であったとしても、

交流ができる今の時代に感謝したい。本プログ

ラムを通じて、今後私たちがどうすれば良い関

係を築いていくことができるのか、また文化交

流ができるのか等を考えるきっかけになった。 

2021 年 9月 20 日（Instagram） 

「日韓交流おまつり in Seoul」で日本を紹介す

るために、オンライン旅行形式の発表を行った。

日韓混合のグループワークでは、テーマと関連

し、日本のふるさと納税と韓国の物流システム

を統合させ、地域経済の活性化を図る具体案を

発表した。これは両国の共通課題である都市部

への集中を防ぐことにもつながると考える。 

 

７．オンラインプログラムの成果発表 

 

本プログラムでは、最終日に下記２種類の成果について発表する機会を持った。 

まず、「日韓交流おまつり」のオンラインブース運営等を通じて得た成果として、日本側参加者

からは「韓国には日本に関心を持ってくださる方が多いことを知り、私自身が日本の文化や魅力を

さらに勉強して、それを韓国語で広めていく必要があると感じた」「日韓関係がいかに重要である

かを実感した。今後、両国関係がさらに深化するように貢献したい」等の意見が寄せられた。 

また、本プログラムのテーマ「ポストコロナのトレンド展望と両国協力方策の模索」について、

各グループが導き出した成果として、両国の長所を生かした地方活性化システムや日韓間におけ

るメタバースでの文化交流等、多種多様な方策の提案があった。 

 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


